第18回国立大学図書館協会シンポジウム（東地区）が筑波大学で開催されました by 富田 健市
第18回国立大学図書館協会シンポジウム（東地区）
が筑波大学で開催されました
著者 富田 健市
雑誌名 つくばね : 筑波大学図書館報
巻 31
号 3
発行年 2005-12-22
URL http://hdl.handle.net/2241/119222
1/2
筑波大学附属図書館報戦 つくばね
The University of Tsukuba Lib閣γBulletin
ISSN 1349-7707 
Vol 31 no.3 
第18回国立大学図書館協会シンポジウム〈東地区〉が筑波大学で開催されました
盲目健市
平成17年12月8目｛木｝～＠目（金）の2目聞に渡り．筑渡文
学情報メディアユニオンにおいて．『機関リポジトリ：準備コ
ミュエケー ション栂能回復の新たな方向を探る』をテー マとし
て，第18回国立大学図書館協会シンポジウム｛東地区）が開
催されました．東地区を中心に27文掌から39名の図書館員
が参加し．学術情報涜適の新たな担い手として注目を集めて
いる「健闘リポジトリ」を巡って．講演・報告・討議が行われま
した．なお，酉地区lま1月18日｛水）～17日（木｝の両日，閉じ
テー マで岡山大学を会場に開催されました．
1回目は．植松附属図書館長からの犠闘リポジトリへの期 挨拶をする植松館長
待を支えた歓迎の挨拶の後．当日のテー マを『梅閣リポジトリ
とその周辺を理解する』として進められました．まず．「健闘リポジトリの背景について』というテー マで．酉原副
・ー 一一一 館長からは研究者として図書舗に期待する機能を中心に圏
肉における縫闘リポジトリを巡る状況について，常錨文学の
栗山人間科学郁助教授からはシリアルズタライシスを背景と
する発生の経緯を含めた海外の最新動向についての講演が
あり，さらに国立情報学研究所の尾城コンテンツ課長から『国
立情報学研究所の学術機関リポジトリへの取組み』と園し
1日円全体討議の犠子
て．同研究所の活動の現況と今後の展望について報告があ
りました．その後．全体討議が行われましたが，各所属楼閣
の現扶を背景として，理念・理想の学習の段階から現実の業
務として実施する段階へ移行するにあたっての疑問点・問題
点が多〈出され．実務面も含めた議論が展開されました．
2日目は，「櫨闘リポジトリを構築する』をテー マとし．すでに様関リポジトリに取組んでいる．干葉文学，北海道
大学，東京大学，筑波大学の4大学から事例報告がありました．すでに本格的に運用を開始しているところから
計画段階のところまで．取組状況の異なる各文学から実倒に
即して問題点や解決策が提示されました．その後．再び全体
討障が持たれましたが，ここではやはり実践面について話題
が集中しました．主な課題としては．文学全体の合意の形
成．研究者の理解と参加．運営担当人員の確保などが挙げ
られ，先行機関での取組みなどについて意見の応酬が活発
に行われました．また．大規槙なアンケー トなど単独の文学
では困難な事業やI.議員数が十分でない大単への支援活動
など，国立太学図書館協会への要望も寄せられました．
2日闘を通して，各，加者が「機関リポジトリ』について理解
を深めるとともに．具体的に構策していくための第一歩を踏み出す契機となったところも多かったのではないか
と恩います．
｛とみた・けんいち情報サー ビス課劃
ペー ジ
2/2
くく前の記事へ ｜ 目次へ ｜次の記事へ〉〉
(C）筑波太学附属図書館
ペー ジ
